
図図書書委委員員
ののおお薦薦めめ

○ ２回目の編集でし
た。春休みを使って
たくさんの本を読
んでみたいと思い
ます。 
（１年 岩崎綾佳） 

○ 初めての編集でし
たが、完成させるこ
とができてよかっ
たです。     
（１年 田中佑季） 

新着図書（2008年後期）
　　　　　10月以降に購入した図書の一部を掲載します。新着図書コーナーにありますので、是非ご利用下さい！

（講談社現代新書） （岩波ブックレット）

回復力　失敗からの復活 畑村洋太郎 子どもへの性的虐待　 森田ゆり 物語　フランス革命 安達正勝 憲法九条、あしたを変える 井上ひさし

日本人の「原罪」　 北山修　 子どもの貧困　 阿部彩 黄金郷（エルドラド）伝説 山田篤美 法に退けられる子どもたち　 坂本洋子

〈満洲〉の歴史　 小林英夫 ルポ高齢者医療　 佐藤幹夫 働くということ ドーア 知る、考える裁判員制度 竹田昌弘

視点をずらす思考術　 森達也 「戦地」派遣　 半田滋 日本の子どもと自尊心　 佐藤淑子 世界金融危機 金子勝

若者のための政治マニュアル　 山口二郎 宇宙論入門　 佐藤勝彦 外国人学校 朴三石 若者たちに「住まい」を！　 日本住宅会議

「次の首相」はこうして決まる 柿崎明二 温泉と健康　 阿岸祐幸 科学の世界と心の哲学　 小林道夫 労働、社会保障政策の転換を 遠藤公嗣

ロシアはどこに行くのか 中村逸郎 森林と人間　 石城謙吉 マグマの地球科学　 鎌田浩毅 杉並区立「和田中」の学校改革 苅谷剛彦

歴史と外交　 東郷和彦 歌舞伎の愉しみ方 山川静夫 心の脳科学 坂井克之 「ひきこもり」から家族を考える　 田中俊英

思考停止社会　 郷原信郎 毒と薬の世界史　 船山信次 介護保険で利用できる福祉用具　 東畠弘子

イギリス型「豊かさ」の真実　 林信吾 （ちくま新書） 絵画の変 並木誠士 大人と子どもの絆　 鎌田實  

親子という病　 香山リカ 創刊の社会史　 難波功士 ナチスと映画 飯田道子 学校から言論の自由がなくなる　 土肥信雄

欲ばり過ぎるニッポンの教育 苅谷剛彦 日本人はなぜ「さようなら」と別れるのか 竹内整一 英語の歴史 寺澤盾 全国学力テスト　 志水宏吉

早稲田と慶応 橘木俊詔 高校生のための精神分析入門 清田友則 男が女を盗む話　 立石和弘 「英語が使える日本人」は育つのか？ 山田雄一郎

女装と日本人　 三橋順子 サブカル・ニッポンの新自由主義 鈴木謙介 いま、日本の米に何が起きているのか　 山本博史

生物と無生物のあいだ　 福岡伸一 まじめの崩壊 和田秀樹 （ブルーバックス）

数字でみるニッポンの医療 読売新聞 労働再規制　 五十嵐仁 パソコントラブル解消なんでも小事典 トリプルウイン （その他）

デジカメに1000万画素はいらない たくきよしみつ 日本の賃金　 竹内裕 離散数学「数え上げ理論」　 野崎昭弘 読む。書く。護る。　 大塚英志

ビートルズの謎　 中山康樹 あなたの苦手な彼女について　 橋本治 やりなおし算数道場　 歌丸優一 ９条どうでしょう 内田樹

平成落語論　 瀧口雅仁 現代語訳　学問のすすめ 齋藤孝・訳 出題者心理から見た入試数学 芳沢光雄 新平等社会　 山田昌弘

世界の言語入門　 黒田龍之助 公務員教師にダメ出しを！　 戸田忠雄 計算力を強くする 鍵本聡 ワーキングプア　 門倉貴史

進学格差　 小林雅之 高校数学でわかるボルツマンの原理 竹内淳 １７歳のための世界と日本の見方 松岡正剛

（岩波新書） 生命をつなぐ進化のふしぎ 内田亮子 元素111の新知識　 桜井弘 教育不信と教育依存の時代 広田照幸

ジャーナリズムの可能性　 原寿雄 住まいに居場所がありますか？ 横山彰人 銀河物理学入門　 祖父江義明 オレ様化する子どもたち　 諏訪哲二

岡潔　数学の詩人　 高瀬正仁 漢和辞典に訊け！　 円満字二郎 「流れる臓器」　血液の科学　 中竹俊彦 教師大村はま９６歳の仕事 大村はま

中国という世界 竹内実 進化から見た病気　 栃内新 世界の森林破壊を追う　 石弘之

民族とネイション 塩川伸明 （中公新書） 世界を制した「日本的技術発想」　 志村幸雄 敗戦後論　 加藤典洋

ルポ労働と戦争　 島本慈子 日本人の生命観　 鈴木貞美 コンクリートなんでも小事典 土木学会 認められぬ病　 柳沢桂子

金融商品とどうつき合うか　 新保恵志 ものはなぜ見えるのか　 木田直人 国際宇宙ステーションとはなにか 若田光一 サイファ覚醒せよ！ 宮台真司

グローバル恐慌　 浜矩子 戦国仏教　中世社会と日蓮宗 湯浅治久 「分かりやすい教え方」の技術　 藤沢晃治 あきらめない 鎌田實

クラス別貸出冊数（平成20年4月～平成21年2月）
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Present Present Present Present                                                 角田光代角田光代角田光代角田光代    

このこのこのこの世世世世にににに生生生生まれてまれてまれてまれて初初初初めてもらうめてもらうめてもらうめてもらう「「「「名前名前名前名前」、」、」、」、放課後放課後放課後放課後のののの
「「「「初初初初キスキスキスキス」、」、」、」、子供子供子供子供がかいたがかいたがかいたがかいた「「「「家族家族家族家族のののの絵絵絵絵」、」、」、」、そんなそんなそんなそんな愛愛愛愛のこのこのこのこ
もったもったもったもった 12121212個個個個のののの贈贈贈贈りりりり物物物物のののの物語物語物語物語。。。。    
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安積高校図書委員会安積高校図書委員会安積高校図書委員会安積高校図書委員会    

 

日 月 火 水 木 金 土
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土
29 30 31 1 2 3 4
5 6 7

は休館　春休み中は5時閉館

3333月月月月

4444月月月月

 

今年度の図書館利用は、入館者数は例年並みでしたが、図書貸出冊数は 2

割以上減少し、生徒 1 人当たりに換算すると、この 1 年間の貸出冊数は 1 人 1.5

冊という、昨年度の市内県立高校平均（4.2 冊）を大きく下回る残念な結果となっ

てしまいました。普段よりも時間に余裕のある春休みに、是非本を読んでみま

せんか。春休み中も図書館は平日夕方 5 時まで開館していますので、勉強や

読書に、大いに活用して下さい！下記はクラス別貸出冊数のグラフです。詳細

な統計資料は図書館報『桑野文庫』に掲載しましたので、そちらをご覧下さい。 

 

続続続続・・・・オーディオオーディオオーディオオーディオ常識常識常識常識ののののウソウソウソウソ・・・・マコトマコトマコトマコト   千葉憲昭千葉憲昭千葉憲昭千葉憲昭    

デジタルデジタルデジタルデジタル録音録音録音録音ソフトソフトソフトソフト、、、、アンプアンプアンプアンプ、、、、スピーカースピーカースピーカースピーカー、、、、携帯音携帯音携帯音携帯音
楽楽楽楽プレーヤープレーヤープレーヤープレーヤーなどをなどをなどをなどを取取取取りりりり上上上上げげげげ、、、、デジタルオーディオデジタルオーディオデジタルオーディオデジタルオーディオのののの
時代時代時代時代にににに知知知知っておくべきっておくべきっておくべきっておくべき常識常識常識常識をををを分分分分かりやすくかりやすくかりやすくかりやすく紹介紹介紹介紹介。。。。    

 


